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の13項目および自由記述の評価から構成
されている（表 1 ）。
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センター講師
（医学教育国際協力事業企画調整・情報部門）

水嶋　春朔

この度、11月 1 日付けで、医学教育国
際協力事業企画調整・情報部門（講師）
に着任いたしました水嶋春朔です。どう
ぞよろしくお願い申し上げます。
主な研究関心領域は、循環器疾患を中心

とした生活習慣病の疫学、予防医学、根拠
に基づく健康政策（EBHP）の推進です。
国際協力に関連する経験としては、2 年

間の内科臨床研修後、6 年間（平成 1 ～ 7
年）にわたって循環器疾患の一次予防に
関する WHO 国際共同研究センター（家
森幸男センター長：平成 5 年 3 月まで島
根医科大学、平成 5 年 4 月以後京都大学）
において栄養と循環器疾患に関する
WHO 国際共同研究（平成 5 年にベルツ
賞受賞）にたずさわり、世界25ヶ国60集
団における24時間尿などによる栄養評価と
血圧や対象集団の循環器疾患死亡率など
との関係について疫学横断研究を実施し
てまいりました。対象者数は1 万人を超え、
現在も共同研究として続けております。
実際に自分でもブラジルに3 回、ハワイ
に2 回、ネパールに1 回など海外現地で疫

学調査を実施いたしました。またロンド
ン大学留学を経て、母校の横浜市立大学
医学部公衆衛生学教室に在任した4 年間に
は、カンボジアにおける HIV 流行に関す
る行動疫学調査、HIV の医療費に関する日
英国際共同研究なども経験しました。
JICA などの短期・長期プログラムの専
門家として派遣されたことはなく、医療
分野の国際協力の経験はありません。し
かし地域集団の健康状態を客観的な指標
で評価し、地域のニーズを把握（地域診
断）する疫学調査研究の経験を生かして、
相手国のニーズにあった有効な医学教育
領域における国際協力のプログラムを検
討し、効果的な専門家のチーム編成をす
ることなどに微力ながら貢献していきた
いと思っております。
さて医学教育国際協力事業企画調整・

情報部門の業務は、医学教育分野におけ
る国際協力に関する情報収集および人材
などのデータベース構築が主なものとな
りますが、具体的には、次のような計画
を進めていきたいと考えております。
（ 1 ）途上国の医学教育関連の国際協力
ニーズアセスメント

（ 2 ）国内外の国際協力機関による既存
の国際協力プログラムのデータベー
ス構築、ネットワーク形成

（ 3 ）国際協力の主要な対象国における
医学教育機関に関する情報収集

（ 4 ）わが国の医学教育機関に在籍し、
国際協力の経験や興味がある人材、
さらに今後対応可能な人材に関する
データベースの構築
特に（ 4 ）の人材データベース構築は、
最新情報の更新を逐次可能とするために
当センターのホームページを整備して、
Web 上で情報登録や登録データの更新が
可能なシステムを開発し、また同時に医
学教育分野における国際協力に関する
様々な情報を入手できるような双方向性

のダイナミックな場を形成していきたい
と考えております。
関係の先生方の御指導、御教示をいた

だきながら、医学教育国際協力事業企画
調整・情報部門を発展させていきたいと
願っております。暖かい御支援、御鞭撻
の程、よろしくお願い申し上げます。

略　歴
水嶋　春朔（みずしま　しゅんさく）
1960年 5 月26日生
1987年 3 月　横浜市立大学医学部医

学科卒業
1987年 6 月　横浜市立大学医学部病

院第 2 内科研修医
1993年 3 月　島根医科大学大学院医

学研究科博士課程修了
（循環器疾患の一次予
防に関する WHO 国際
共同研究センター）

1994年10月　京都大学大学院人間・
環境学研究科国際予防
栄養医学講座助手

1995年 4 月　ロンドン大学衛生学熱
帯医学大学院客員研究
員

1996年 4 月　横浜市立大学医学部公
衆衛生学講座助手

主要著書
・G Rose 著、曽田研二・田中平三監
訳、水嶋春朔、中山健夫、土田賢
一、伊藤和江訳：予防医学のスト
ラテジー―生活習慣病対策と健康
増進。医学書院、1998。
・水嶋春朔著：地域診断のすすめ方
―根拠に基づく健康政策の基盤。
医学書院、2000。

講師就任のごあいさつ

量心理学的な検討の末、最終評価票を完
成させた。完成した医学教育教官評価票
は、12項目の担当教官および教育内容に
ついての評価、および 1 項目の総合評価

この評価票の使用にあたっては、学生
から得られた各項目の平均スコアを用い
てフィードバックすることにより、教官
個人の教育能力の向上に用いることをは
じめ、これらの12項目は全体の総合評価
と強い相関を持ち、強い内的整合性を保
っているため、サマリースコアを計算す
ることで、このスコアを Faculty Deve-
lopment Program などの介入による教育
効果改善の判定のアウトカムとして用い
ることも可能である。

図 1 教官へのフィードバックのためのチャート例

表 1 医学教育効果評価票の項目

熱意
学生に対する理解と尊重
学生の指導とフィードバック
学生の授業・実習への積極的参加
知識・論理力
新しい手技や技術の教育
質問のしやすさ
教材の効果的使用
内容のわかりやすさ
学生にとっての難易度
知的好奇心の刺激
知識の増加
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おかげさまで、ニュースレターの第 2 号を無事発行するに
至りました。平成12年11月より水嶋春朔講師が新たにスタッ
フに加わり、当センターの活動もますます活気に満ちたものに
なってきました。本号の表紙は、センターのあります医学総合
中央館の東側に位置する、本学創立間もない頃に活躍した医師、
ベルツとスクリバの像です。100年以上前に、母国を離れ、遠
く異国の地において医学教育に携わった二人の像を見ていると
感慨は一層深くなります。医学教育における国際協力を遥か昔
に実践した彼らの視線は今も本学医学部附属病院へと注がれて
います。（松）

8 日　　　　　セミナー「医学教育と国際協力」開催
18日・19日　 東京大学医学教育ワークショップ（富士教育研修所）
23日　　　　　第 3 回 Inui プロジェクト実行委員会

6日　　　　　第 2 回センター運営委員会
20日　　　　　第 4 回 Inui プロジェクト実行委員会
27日　　　　　東京医学会 Inui 教授最終講演

18日　　　　　第 3 回センター運営委員会

1日　　　　　水嶋春朔　講師着任（医学教育国際協力事業企画調整・情報部門）

4日～ 8 日　 利根川進 MIT 教授　センター訪問

■ 8 月

■ 9 月

■10月

■11月

■12月

左より、平田、宮本、加我センター長、福原センター主任、水嶋講師、松村助手

◆このニュースレターの発行にあたり野口医学研究所に多大の御援助を頂きましたことを感謝申しあげます。


